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鋼

例

磁．17ノ

民

法

　
　
（
廟
）
韓
禦
霞
由
鯛
鴎
の
特
約

　
　
　
（
焔
跨
矯
燦
叡
購
携
顯
糠
鍮
ご
譲
蹴
矩

　
　
　
　
鬼
壕
蟄
麟
詳
）
痘
齢
巫
欝
煉
羅
蓉
鮭
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
（
離
讐
叢
條
）

　
牛
乳
販
賓
を
誉
桑
電
す
る
會
瀧
が
其
の
牛
乳
醗
遽
人
を
し
て
解
雇
後
建
鑑

其
の
鶯
葉
蹉
域
内
に
於
て
會
冠
の
存
立
時
期
の
浦
了
す
る
昭
和
二
十
三
年
十

二
月
＋
蕊
日
迄
自
ら
牛
肌
販
費
秦
を
曹
ま
さ
る
へ
書
誉
を
特
約
せ
し
む
る

臓
蓮
法
に
罪
す
。

　
【
零
貴
甘
被
上
告
入
は
艀
岡
市
及
其
の
隣
換
町
村
を
畳
業
麗
域
ミ
し
て
牛

乳
阪
賢
を
醤
む
會
薩
で
，
大
正
十
銀
十
一
月
十
七
賞
上
告
人
を
被
上
告
會
薩

の
牛
乳
配
逡
人
電
し
て
雇
入
れ
る
に
際
し
て
上
督
人
は
解
雇
後
に
於
て
も
被

上
告
曾
融
の
芯
桑
蹴
械
内
に
於
℃
牛
乳
販
資
を
爲
さ
る
』
こ
電
を
特
約
し
、
．

爾
來
被
上
告
愈
鮭
の
牛
乳
配
蓮
に
從
事
し
て
策
た
。
然
る
に
昭
和
三
年
三
月

　
　
　
　
　
鐸
　
　
儒

宋
日
蟹
上
告
人
ほ
家
庭
上
の
審
情
建
総
し
て
解
雇
を
求
め
其
の
申
出
に
依
ヶ

被
上
告
會
社
を
解
履
せ
ら
れ
た
る
後
膚
臆
約
に
反
し
℃
静
岡
窃
の
内
外
に
牛

乳
販
費
を
闘
始
し
被
上
督
宙
瀧
の
醐
轡
を
騒
ひ
荷
奪
は
ん
電
ル
つ
玉
あ
る
o

依
て
被
上
告
曾
冠
ぽ
上
督
人
を
粗
手
に
牛
乳
阪
費
禁
止
請
求
等
の
訴
訟
を
提

起
し
繋
團
中
な
る
も
後
に
勝
跡
の
判
決
あ
る
も
襯
利
の
實
行
を
爲
す
こ
電
能

ば
さ
る
鷹
あ
る
に
付
椴
賜
分
を
求
む
電
申
請
し
智
上
皆
人
は
被
上
告
命
愚
主

張
の
解
雇
後
に
於
け
る
競
業
禁
止
の
特
約
あ
り
た
る
こ
電
を
否
認
し
，
暇
令

右
の
如
き
特
約
あ
り
し
電
す
る
も
そ
は
上
告
人
の
蟹
榮
の
自
由
を
拘
東
す
る

も
の
で
公
序
良
俗
に
反
し
無
殿
な
り
建
抗
辮
し
た
〇
一
審
に
於
て
は
被
上
皆

入
の
申
請
は
却
下
せ
ら
れ
た
る
も
二
榔
に
於
て
ぱ
之
か
申
請
を
認
容
し
其
の

期
聞
に
付
℃
は
何
等
醐
定
す
る
所
な
き
に
よ
り
他
に
特
別
の
事
脩
な
き
隈
り

被
上
皆
會
泣
の
存
立
期
間
た
る
昭
聯
二
十
三
年
十
二
月
十
霊
日
迄
電
認
む
へ

く
．
匠
域
に
付
℃
は
前
認
定
の
如
く
静
岡
市
及
其
の
隣
接
町
村
に
限
定
ぜ
ら

れ
た
る
こ
ミ
は
疑
ひ
な
し
電
到
示
し
た
o

　
【
理
由
】
　
鴎
定
の
螢
業
を
爲
さ
さ
る
へ
き
襲
務
を
負
は
し
む
る
契
約
建
錐

其
の
程
度
に
よ
つ
て
必
す
し
も
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
o
而
し

て
本
件
契
約
は
原
審
の
確
定
す
る
所
に
よ
れ
は
牛
乳
販
費
を
響
業
寧
す
る
被

上
皆
會
靴
か
大
正
十
年
十
輔
月
十
七
縫
上
皆
人
を
牛
乳
配
達
人
電
し
℃
雇
入

れ
た
藤
上
告
人
を
し
て
解
雇
後
に
於
℃
も
會
触
の
醤
業
霞
域
た
る
静
岡
市
及

其
の
隣
接
町
村
に
於
て
會
瀧
の
霧
立
時
期
の
満
了
す
る
昭
和
二
十
三
隼
十
二

月
十
置
日
迄
牛
乳
販
翼
粟
を
醤
ま
さ
る
こ
電
を
約
束
ぜ
し
め
た
る
も
の
で
斯

る
期
間
冨
誠
を
以
℃
す
る
競
業
禁
止
の
特
約
ば
上
告
人
の
螢
業
の
白
H
・
田
を
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ニ
七
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朔
　
　
　
例

當
に
制
限
す
る
も
の
電
ほ
認
め
難
く
此
程
度
の
制
隈
は
之
を
約
定
す
る
も
未

た
以
て
公
序
良
俗
に
反
せ
さ
る
も
の
ミ
解
す
る
を
露
當
電
す
定
の
理
由
で
上

告
を
棄
却
し
た
。

　
　
（
二
）
　
民
法
第
九
十
内
．
條
．
、
．
罵
項
に
所
講
稼
慰
の
第
罠
者

　
　
　
（
竣
醐
藤
難
薙
雛
曳
魏
晶
網
薙
艶
茅
、
索

　
　
　
蝶
蟄
欺
殻
環
）
（
概
炉
熱
麓
撃
験
外
二
名
）

　
　
　
　
　
　
（
雛
臨
韓
薙
條
）

　
蓮
繕
債
務
者
の
一
人
の
爲
し
た
る
代
物
簿
濟
か
粋
欺
に
因
る
意
悪
表
示
な

り
電
し
て
取
清
ざ
れ
た
る
場
A
麗
に
於
て
他
の
遙
幣
償
務
者
は
民
法
蔓
十
六

慷
第
三
項
に
肝
謂
善
煎
の
第
三
者
に
該
當
せ
さ
る
も
の
建
す
。

　
【
富
管
9
．
訴
外
由
崎
健
歌
は
其
の
所
有
に
係
る
土
地
を
訴
外
海
老
根
倉
之

勤
に
貿
戻
約
定
付
に
て
費
渡
し
濯
た
る
ε
こ
ろ
大
疋
八
集
孟
月
一
日
被
上
告

人
に
封
し
沿
土
地
を
代
金
千
三
百
五
十
圃
に
℃
代
命
麦
描
電
同
時
に
右
訴
外

人
よ
り
買
戻
し
℃
所
膚
棚
移
繭
登
記
を
爲
す
へ
き
約
定
に
て
費
渡
す
へ
き
契

約
を
爲
し
た
。
依
て
被
上
皆
人
は
同
日
右
代
鰍
の
支
抑
を
爲
し
た
る
も
山
崎

健
次
は
右
契
約
を
履
行
す
る
こ
ミ
能
は
さ
る
爲
め
大
正
十
二
年
四
月
中
合
意

の
上
右
費
買
契
約
を
解
除
し
同
時
に
被
上
皆
人
か
返
還
を
受
く
へ
き
代
金
千

三
百
五
十
圓
に
付
代
金
擾
受
の
日
た
る
大
正
八
隼
流
月
一
日
よ
り
年
一
割
の

利
子
を
加
へ
同
年
十
二
月
二
十
五
日
迄
に
山
崎
健
次
及
被
告
等
に
於
て
蓮
帯

し
て
元
利
の
支
擁
を
爲
す
へ
き
旨
の
準
禰
費
貸
借
喫
約
を
同
入
等
ミ
の
聞
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煽
＝
八

締
結
L
た
o
然
る
に
被
告
尊
腰
宥
期
間
内
に
之
か
支
梯
を
爲
さ
す
．
大
正
十

二
年
十
二
月
二
十
日
に
至
り
℃
山
崎
健
次
は
眉
債
務
巾
二
百
圓
【
を
除
く
其
の

蝕
の
債
務
の
辮
濟
に
代
へ
て
興
の
拠
山
幣
は
つ
所
右
の
土
地
所
有
櫃
を
被
上

告
入
に
移
韓
し
之
が
登
認
を
了
し
た
。
然
る
に
右
土
地
に
は
他
の
債
穂
齊
の

爲
抵
當
搬
の
設
定
あ
り
，
誌
の
後
概
常
櫃
の
實
行
に
依
る
競
費
に
依
り
其
の

研
有
穰
キ
．
喪
失
す
る
に
璽
り
た
る
も
の
で
、
被
上
告
人
等
ほ
右
代
物
辮
濟
は

詐
粥
に
因
る
決
律
行
帰
な
る
を
以
℃
之
を
、
取
浦
し
原
債
務
の
支
梯
を
求
む
電

詩
求
し
．
一
審
に
於
て
棄
却
せ
ら
れ
た
る
も
コ
審
に
於
℃
認
容
せ
ら
れ
た
。

之
に
封
し
上
告
人
は
詐
欺
に
閃
る
意
患
表
示
の
取
澗
は
善
意
の
第
三
者
に
封

抗
す
る
を
得
さ
る
こ
電
は
民
法
第
九
十
六
條
第
三
項
の
規
定
す
る
厨
で
あ

る
。
本
件
に
於
て
肉
崎
健
次
宣
被
上
苦
人
電
の
聞
に
代
物
郷
濟
契
約
が
爲
さ

れ
上
告
入
等
は
之
に
因
り
典
の
機
務
を
免
か
れ
た
る
も
の
な
れ
は
被
上
告
人

等
は
醤
意
の
第
三
齎
で
あ
る
o
而
し
℃
右
製
約
か
取
漕
さ
れ
た
り
電
す
る
も

上
告
人
は
一
且
潰
減
し
た
る
償
務
財
負
搬
す
へ
き
に
非
ず
建
主
張
し
た
o

　
【
理
由
】
　
民
法
第
九
十
六
條
鋪
舅
環
に
所
謂
善
意
の
第
三
濟
定
は
詐
欺
の

情
を
知
ら
す
善
憲
を
以
て
新
に
糖
利
を
、
取
碍
し
た
る
者
を
謂
ふ
も
の
で
．

詐
欺
に
因
る
他
入
間
の
快
律
行
爲
に
因
り
自
己
の
債
務
を
免
れ
た
る
者
の
如

き
は
其
の
中
に
包
含
せ
さ
る
も
の
定
解
ず
る
を
相
當
建
す
る
o
（
朋
治
三
十
二

年
（
オ
）
第
二
二
七
號
明
治
三
十
窯
年
砿
月
七
日
當
院
判
決
滲
照
）
而
し
℃
本

件
に
於
て
上
告
入
簿
は
右
山
崎
健
次
建
被
上
皆
人
綜
¢
論
欺
に
因
る
法
律
行

爲
に
基
く
法
律
關
係
に
於
て
魯
黛
の
第
三
濤
電
爵
ふ
に
該
鴬
せ
さ
る
こ
ミ
は

明
で
あ
る
か
ら
、
原
到
決
か
右
詐
欺
に
囚
る
法
律
行
爲
取
稲
消
の
敷
果
は
上
告



（灘の

人
等
に
も
及
ふ
も
の
霊
な
し
從
℃
上
告
入
蝶
は
本
件
漕
費
貸
借
上
の
債
務
を

免
れ
さ
る
も
の
ミ
鋼
示
し
た
の
は
正
常
な
り
電
し
て
上
皆
を
棄
却
し
た
。

　
　
（
竃
）
　
民
油
第
竃
十
條
の
籔
朗
範
園

　
　
　
（
響
議
諜
事
騨
壕
臓
謹
襟
欝
昭
劇
批
蝋
記

　
　
　
　
議
娩
離
鵠
聞
議
齢
爪
麟
難
竺
名
）

　
　
　
　
　
　
（
民
怯
笹
護
百
十
條
）

　
民
法
第
百
十
條
の
適
用
あ
る
に
は
代
理
人
た
る
奢
は
或
る
廓
項
に
付
本
入

よ
り
代
理
標
を
授
翼
せ
ら
れ
た
る
こ
電
を
要
し
自
禰
代
理
人
の
行
爲
に
付
℃

は
第
三
者
に
於
て
本
人
を
代
理
す
る
構
限
あ
り
建
信
す
へ
き
正
醤
の
理
由
を

有
す
る
電
き
に
於
て
も
同
條
を
適
用
す
へ
き
に
非
す
o

　
懲
暴
實
U
被
上
皆
人
木
村
辰
夫
は
大
正
十
四
年
八
月
一
日
其
の
長
女
の
死

亡
届
を
札
幌
市
役
所
に
爲
す
に
際
し
℃
訴
外
井
ロ
逸
英
に
其
の
印
章
を
交
附

し
て
之
を
代
理
せ
し
め
た
。
然
る
に
逸
英
ば
其
の
欄
限
を
濫
用
し
て
右
印
章

を
使
胴
し
て
公
正
識
書
を
作
成
し
上
沓
人
建
塞
件
潴
畏
貸
借
を
締
結
し
た
。

而
し
て
趣
英
ほ
右
一
公
正
置
書
の
作
成
に
際
し
て
前
記
印
章
を
以
℃
白
紙
委
任

駿
及
印
鑑
麗
明
鴇
を
作
成
し
て
2
を
上
皆
人
に
晶
示
し
同
人
か
本
件
契
約
締

結
の
穫
限
あ
る
こ
電
を
畿
示
し
た
る
も
の
な
れ
は
、
上
告
人
は
右
歯
英
か
本

件
公
正
鐙
書
作
成
に
付
被
上
告
入
辰
夫
の
代
理
人
建
信
す
へ
き
正
當
の
理
由

を
有
せ
し
も
の
で
民
法
第
百
十
縢
に
よ
つ
て
本
件
麗
約
は
有
敷
に
成
立
し
た

る
も
の
な
り
ご
主
曝
し
た
o

　
　
　
　
　
　
難
　
　
　
例

　
【
理
貞
】
民
法
第
百
十
條
の
魍
川
あ
る
に
は
代
理
人
た
る
者
は
本
人
よ
り

或
事
項
に
付
代
理
す
る
纏
限
を
授
興
せ
ら
れ
た
る
こ
ミ
を
必
嬰
ε
す
ろ
も
の

に
し
℃
本
人
よ
り
何
簿
穐
隈
を
栂
興
せ
ら
れ
た
る
こ
定
な
き
自
餌
代
理
人
の

行
爲
に
付
て
は
縦
令
第
三
者
に
於
て
木
人
を
代
理
す
る
樒
限
あ
り
宣
信
す
へ

き
正
當
の
理
由
を
有
す
る
電
き
ぜ
錐
、
同
條
を
適
期
す
へ
き
に
非
さ
る
こ
ε

は
本
院
到
例
の
示
す
所
で
あ
る
。
宋
件
に
於
て
訴
外
井
目
逸
英
か
被
上
告
人

木
村
辰
夫
の
代
理
入
ε
し
て
同
人
よ
り
或
事
項
に
付
代
理
の
濯
限
を
授
興
せ

ら
れ
居
り
た
リ
ミ
の
事
賢
は
、
木
村
展
夫
は
其
の
長
女
の
死
亡
屈
を
爲
す
に

際
し
逸
英
に
自
己
の
印
章
を
交
付
し
之
か
代
理
を
爲
さ
し
め
た
り
三
訳
ふ
に

在
る
。
然
れ
建
も
蓼
如
き
邸
煙
脅
た
れ
警
盃
に
逸
英
は
辰
券
代

理
人
な
り
ゼ
云
ふ
こ
ミ
を
得
さ
る
に
依
り
原
審
か
此
の
黙
に
關
す
る
上
告
人

の
主
彊
を
排
斥
し
た
る
は
不
渋
に
非
す
電
し
て
上
告
を
棄
却
し
た
。

　
　
（
四
）
　
民
法
第
百
二
十
崩
繰
但
婁
の
篶
用

　
　
　
（
羅
難
撫
噸
聯
叡
義
謹
鵬
糠
翻
噸
葬

　
　
　
　
關
覗
茸
一
一
一
難
墾
叡
、
）
（
靴
齢
熱
鵤
簸
欝
）

　
　
　
　
　
　
（
眠
鰍
脚
薙
什
蕪
）

無
能
力
者
か
取
湘
し
鴛
へ
き
法
律
行
傭
に
因
り
相
手
方
よ
り
受
領
し
た
る

金
員
を
以
て
他
人
に
剴
す
る
債
務
を
醇
濟
し
て
は
生
活
に
飲
く
へ
か
ら
さ
る

費
用
を
支
辮
し
た
る
後
該
法
律
行
爲
を
取
清
し
た
ゑ
、
き
は
相
手
方
に
劉
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
施



（烈0，

鯵

傑

其
の
携
済
叉
は
支
簿
し
た
る
金
額
を
償
還
す
る
毅
務
を
有
す
る
も
の
建
す
o

　
【
事
賢
U
　
被
上
告
へ
は
大
正
十
五
年
十
一
一
月
九
日
訴
外
山
下
多
準
治
同
島

本
シ
ヅ
を
蓮
精
保
鐙
人
電
し
て
上
皆
人
に
金
四
千
圓
を
貸
興
し
、
上
皆
人
断

有
不
動
産
上
に
抵
堂
麗
を
設
定
し
之
が
登
記
を
了
し
た
o
然
る
に
右
の
貸
借

腺
親
穣
者
島
本
シ
モ
か
未
成
年
者
た
る
上
告
人
に
代
り
て
鴛
し
た
る
も
の
な

る
に
狗
ら
す
正
當
な
る
親
族
會
の
同
意
な
か
り
し
爲
、
興
の
後
上
告
人
よ
の

興
の
法
律
行
爲
の
取
漕
を
理
由
建
す
る
前
記
債
際
の
不
存
在
確
認
並
に
抵
當

権
操
清
登
語
手
綾
請
求
の
訴
訟
を
提
起
せ
ら
れ
、
被
上
皆
人
敗
髄
し
該
判
決

は
確
定
し
た
o
而
し
て
上
皆
人
は
被
上
告
人
よ
り
現
賓
に
股
受
し
た
る
右
貸

借
金
四
千
団
を
以
℃
自
己
の
他
の
債
務
の
支
沸
に
充
て
残
鹸
は
自
己
の
生
活

費
に
費
溜
し
た
る
も
の
で
，
從
て
上
告
人
は
前
肥
の
貸
催
契
約
に
因
り
金
四

千
圓
に
相
當
ナ
る
利
釜
を
現
に
受
く
る
も
の
な
れ
は
其
の
償
還
を
求
む
ミ
舗

求
し
、
上
告
人
は
其
の
受
領
金
を
以
て
上
告
入
の
既
存
債
務
の
支
捕
並
生
活

費
に
充
當
し
た
り
建
の
被
上
皆
人
の
主
張
を
否
臨
し
，
侮
艮
法
第
百
二
十
一

條
の
現
に
利
釜
を
受
く
る
隈
度
ミ
は
無
能
力
蔚
の
受
く
る
利
盤
か
有
形
的
に

存
崔
す
る
場
合
の
み
を
謂
ふ
も
の
な
れ
は
本
件
の
如
く
貸
借
金
か
現
存
せ
さ

る
ミ
き
は
上
告
人
に
之
か
返
還
の
義
務
な
し
電
抗
沸
し
，
一
審
二
審
共
に
被

上
告
入
の
勝
訴
に
蹄
し
た
o
上
告
理
由
第
一
鮎
は
原
鋼
決
は
民
法
第
百
二
十

一
條
但
轡
に
現
に
利
釜
を
受
く
る
隈
度
電
は
法
律
行
爲
を
取
潰
し
た
る
結
果

無
能
力
者
の
受
く
る
利
釜
か
有
形
的
に
現
存
す
る
場
合
の
み
を
指
す
に
あ
ら

ナ
し
て
無
能
力
者
の
受
け
た
る
物
か
該
無
脂
力
蔚
の
爲
有
釜
に
費
浴
せ
ら
れ

財薩の

減
少
を
免
れ
た
る
に
依
り
其
の
利
釜
の
爾
存
布
す
る
場
合
を
も
包
含

噛
＝
幽
O

す
る
も
の
三
解
す
る
を
相
常
電
す
電
鍔
示
ぜ
ら
れ
た
る
か
法
の
解
縄
を
誤
り

た
る
も
の
で
あ
る
o
何
電
な
れ
は
此
の
如
き
見
解
に
從
は
は
現
に
受
け
つ
萬

あ
る
利
釜
建
曾
て
受
け
た
る
利
総
ぜ
は
多
く
の
場
合
に
於
℃
一
致
し
唯
僅
か

に
他
人
の
爲
に
横
領
費
漕
せ
ら
れ
叉
は
遣
失
し
た
る
か
如
き
場
合
に
於
℃
の

み
曾
て
利
益
を
受
け
た
る
も
硯
在
に
於
℃
は
利
釜
を
受
け
さ
る
も
の
電
云

ふ
を
得
る
に
過
き
さ
る
に
璽
る
へ
く
、
属
法
第
七
百
三
縢
に
於
て
現
に
利
盆

の
存
す
る
隈
度
藍
訳
ひ
叉
罠
決
第
頁
二
十
一
縢
但
書
に
於
℃
現
に
利
盤
を
受

く
る
限
度
建
云
ひ
て
特
に
『
愛
け
た
る
潤
釜
』
ミ
慨
別
し
償
還
責
任
の
隈
度

を
局
限
し
た
る
規
定
を
齪
け
た
る
精
紳
を
没
却
す
へ
く
．
或
は
民
法
第
七
百

三
條
に
所
調
現
に
利
釜
の
聯
す
る
隈
慶
の
何
た
る
や
に
關
す
る
解
羅
電
し
℃

ほ
忍
ふ
可
け
ん
も
民
法
第
百
一
一
十
一
慷
侭
轡
に
付
て
も
侮
同
一
の
解
縷
を
爲

す
は
誤
り
で
あ
る
o
藍
し
一
般
不
常
利
得
の
規
定
の
は
公
単
鶴
念
に
藷
き
利

得
者
に
利
得
償
還
の
髄
務
を
認
む
胤
屯
の
で
あ
る
か
ら
故
に
假
令
善
意
の
利

得
者
ミ
錐
、
利
得
に
よ
り
て
財
藩
の
支
出
を
免
れ
た
る
清
極
的
利
釜
あ
る
場

合
に
は
現
存
利
釜
電
し
℃
之
か
淑
鍵
を
爲
さ
し
む
る
こ
ミ
を
適
當
建
す
へ
け

ん
も
，
無
能
力
者
の
利
碍
に
關
す
る
蝿
法
第
百
二
十
一
條
但
書
の
規
定
は
民

法
第
七
百
三
條
の
例
外
を
爲
し
特
に
無
能
力
蔚
を
保
護
ぜ
ん
か
爲
に
無
能
力

者
電
取
引
を
爲
さ
ん
建
す
る
相
手
方
に
封
し
無
能
力
者
電
の
取
引
に
於
℃
は

損
失
を
蒙
る
こ
ミ
宥
る
へ
き
を
特
侮
し
碧
し
取
引
上
の
注
意
を
峡
き
た
る

場
合
、
其
の
爲
無
能
力
濟
の
猛
か
．
取
澗
さ
れ
た
る
か
如
き
宣
き
は
相
手
方

に
於
て
其
の
損
失
を
負
搬
す
る
を
常
然
電
す
惹
趣
旨
に
於
て
定
め
ら
れ
た
る

親定である

か
ら
其
の
解
縄
に
當
り
て
腰
箪
に
公
李
の
翻
念
を
基
礎
電
す
る



働
鶉法

第
七
百
三
條
建
矯
・
一
競
す
る
ぽ
法
の
精
紳
に
背
馳
す
る
も
の
な
れ
は
な

り
一
定
云
み
に
あ
る
。

　
捌
謹
腐
U
・
無
能
力
者
か
取
潰
し
得
へ
智
法
律
行
爲
に
因
て
相
手
方
よ
り
受

糎
τ
薦
金
負
を
以
℃
自
君
の
他
入
に
封
す
る
債
務
を
辮
濟
し
叉
は
必
興
な
る

童
活
費
を
支
携
し
た
電
き
腺
無
能
力
潜
に
其
の
法
律
行
爲
に
因
て
現
に
利
釜

を
葵
け
暑
る
亀
の
電
謂
ひ
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
鴬
該
法
律
行
爲
を
取
清
し

た
る
以
上
民
法
第
買
路
十
一
慷
に
依
り
其
の
辮
濟
叉
は
支
辮
し
た
る
金
員
を

粗

雰
に
簸
す
義
警
享
る
蕩
駕
る
。
蓋
蕪
舅
奮
轟

言
霧
叉
量
蚕
箋
窮
蓼
以
轟
婆
隻
琴
る
き
、
藁

摩
る
も
壌
あ
ゑ
も
蓬
必
饗
資
金
言
己
の
財
窟
吉
支
嘩
る
こ

差
く
藩
書
憲
灘
餐
唇
り
、
受
讐
し
蓋
窪
に
華
た

る
建
き
は
無
能
力
者
の
財
蓉
臓
其
の
範
園
に
於
て
滅
少
す
へ
か
り
し
も
の
滅

少
せ
す
渇
℃
樹
存
雀
肇
る
も
⑳
響
無
能
力
者
は
現
に
興
の
利
釜
を
受
け
居
れ

ゑ
の
噌
、
黒
慮
る
か
ら
で
禽
．
整
欝
鐘
窪
し
電
鋼
示
髭
．

　
　
（
i
）
篶
賓
漣
に
依
る
観
簑
と
足
法
鯵
置
壱
十
セ
鎌

　
　
　
盆
鳶
鍵
騒
ボ
隷
議
謹
露
夢
鯛
占
繋
縣

　
　
　
　
砺
強
囎
噺
調
態
（
雛
静
凧
剛
鵠
靴
）

　
　
　
　
　
　
（
騒
欝
群
議
三
士
條
）

　
競
賛
に
因
る
薪
有
秘
移
鱒
に
於
て
竜
從
策
の
所
有
者
は
麓
落
に
国
局
櫨
利

　
　
　
　
　
　
引
　
　
潮

勢
動
に
付
℃
ぼ
民
法
第
胃
七
十
七
條
に
所
謂
第
三
者
に
該
當
せ
す
o

　
【
事
鷺
】
　
被
上
告
人
は
本
件
兜
地
二
省
坪
を
昭
和
二
年
十
一
月
二
十
九
日

抵
當
樫
貴
行
の
競
賓
に
因
り
競
落
し
其
の
所
有
灌
を
取
得
し
た
。
而
し
℃
被

上
告
入
は
其
の
前
所
有
者
た
る
上
告
人
に
封
し
右
土
地
不
法
占
撮
に
因
る
損

害
金
の
請
求
を
爲
し
た
る
に
、
上
告
人
は
右
競
賢
申
立
の
抵
當
賃
構
は
客
在

せ
さ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
原
告
か
爲
し
た
る
競
落
は
無
敷
の
も
の
で
あ
り
、

從
て
原
告
に
所
有
纏
の
移
傭
す
る
箒
な
し
電
銃
辮
し
た
が
，
二
審
に
於
て
は

折
有
纏
移
鰭
の
事
賢
を
認
め
被
上
皆
人
の
請
求
を
認
容
し
た
。
之
に
封
し
上

告
人
は
被
上
告
人
か
抵
當
糠
蜜
行
の
競
寳
に
因
ウ
所
府
梅
を
取
得
し
た
リ
ミ

す
る
も
未
た
其
の
胃
の
登
籠
な
く
，
而
し
て
不
動
藩
物
樒
の
取
鶴
は
其
の
登

記
を
爲
す
に
葬
さ
れ
は
之
を
以
℃
第
簑
者
た
る
上
告
人
に
樹
抗
す
る
こ
ミ
を

得
な
い
。
民
法
第
百
七
十
七
條
は
第
三
者
に
饗
し
抗
螂
穂
を
與
へ
た
る
に
雰

す
し
て
不
動
謹
物
槽
の
饗
動
を
第
三
者
に
到
抗
す
る
欝
め
の
積
極
的
墾
件

で
あ
る
。
或
は
陳
劃
決
は
上
告
人
を
以
℃
本
件
登
記
欠
鮫
を
密
張
す
る
琵
嘗

の
利
釜
を
有
す
る
第
三
者
に
あ
ら
す
建
な
す
な
ら
ん
も
本
件
競
費
の
薄
本
建

な
り
た
る
抵
営
瀬
ほ
蜜
膣
上
無
敷
で
あ
っ
て
斯
る
無
敷
の
抵
當
樒
に
墓
く
競

費
に
由
り
被
上
告
人
か
鶴
落
し
た
り
定
す
る
も
本
件
土
地
所
有
灌
を
取
得
す

る
調
は
れ
な
く
從
て
上
告
人
楓
被
上
告
人
の
本
件
土
地
所
有
構
の
登
記
欠
敏

を
主
張
す
る
に
付
℃
正
営
の
利
釜
を
宥
す
る
も
の
な
り
定
主
張
し
た
o

　
【
遜
由
】
　
競
慶
弦
に
依
る
競
壷
手
綴
に
於
け
る
競
落
ほ
普
通
の
隻
質
に
菲

さ
る
こ
電
ほ
勿
論
で
あ
る
が
、
亦
常
該
不
動
産
所
有
櫻
移
鱒
の
原
因
を
嬬
す

も
の
で
之
に
因
て
常
該
不
動
藩
の
所
有
穗
か
從
撫
の
庚
有
者
よ
り
競
落
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
騨



㈲
　
　
　
　
　
朔
　
　
鶴
・

移
鱒
す
る
の
で
あ
る
か
ら
從
來
の
所
有
者
は
競
落
に
四
る
繊
瑚
髄
動
に
付
て

は
畏
法
第
百
七
十
七
條
に
所
謂
第
三
者
に
該
當
せ
さ
る
も
の
尋
』
謂
は
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
。
原
珊
決
か
上
告
人
は
本
件
競
落
に
因
る
燐
有
纏
移
韓
の
當
畜

者
に
し
て
第
筥
者
に
非
す
、
從
て
被
上
告
人
は
擶
寵
な
く
建
も
其
の
所
有
権

販
鴛
を
上
告
入
鯖
郵
抗
し
得
へ
き
も
の
な
り
建
爲
し
た
の
は
至
當
で
あ
つ
て

馨
撞
婁
し
鼻
云
し
た
。

　
　
（
δ
魂
賓
の
占
擁
老
起
擁
さ
う
者
に
射
す
る
土
地
明
渡
ω
膀
索

　
　
　
（
聰
艦
鑑
講
雛
購
論
燐
蟹
叢
）
（
講
麓

　
　
　
　
讐
燦
醗
難
醗
）

　
　
　
　
　
　
（
喉
器
㏄
麓
條
）

建
物
の
磐
霧
之
姦
合
緩
し
嚢
物
を
引
渡
し
窪
嚢
裏

毒
象
蕩
倉
於
℃
量
に
建
隻
募
難
警
蓮
害
し
涜

有
搬
に
墓
き
費
主
に
封
し
薮
建
物
の
孜
去
並
土
地
明
渡
を
求
む
へ
き
筋
合
に

艶
宝

　
a
寮
賢
》
聾
訴
人
ほ
大
正
十
二
年
九
月
二
十
一
日
興
の
所
有
に
係
る
本
件

土
地
を
從
参
茄
ん
に
賃
費
レ
専
該
契
約
に
於
℃
從
滲
加
人
は
賃
料
は
毎
月
二

十
八
日
限
り
支
魏
ふ
へ
く
侮
借
地
決
定
の
時
よ
り
十
八
箇
月
内
に
右
地
上
に

建
輝
十
霊
坪
以
上
の
住
宅
を
建
設
す
へ
き
こ
ξ
、
蔚
し
其
の
一
た
り
電
も
蓮

反
す
る
ミ
き
は
右
賃
貸
借
契
約
は
當
然
其
の
時
を
以
て
敷
力
を
失
ふ
へ
き
旨

喫
約
し
た
。
然
る
に
從
滲
加
人
は
右
契
約
成
立
後
＋
八
箇
月
を
輕
癒
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嵩
…
一

右
地
上
に
住
宅
を
建
設
せ
す
，
鼠
大
凪
十
識
年
以
降
の
賃
料
の
支
飾
を
欝
さ

す
、
從
て
該
契
約
ほ
大
泥
十
泥
年
↓
月
二
十
八
琵
迄
に
嘗
然
潰
減
に
齢
し
た

る
筈
な
る
に
、
從
奪
蜘
人
は
岡
年
ナ
ニ
月
ナ
翫
目
右
土
塊
中
四
十
坪
に
被
控

訴
入
電
縛
貸
借
契
約
を
な
し
被
控
講
人
は
該
地
上
に
家
屋
を
建
畿
し
同
月
二

十
一
日
其
の
保
存
登
記
を
爲
し
不
法
に
土
地
の
占
擁
ウ
．
な
し
、
控
訴
人
の
右

土
地
に
封
す
る
使
用
牧
盤
を
妨
た
け
繊
轡
を
被
ら
し
め
つ
』
あ
る
を
以
て
内

控
訴
人
は
被
控
訴
人
に
封
し
所
君
穂
に
基
き
眉
家
屋
の
牧
去
並
其
の
敷
地
四

十
輝
の
明
渡
を
求
む
る
建
共
に
大
聡
十
蹴
年
十
コ
月
二
十
一
日
以
降
明
渡
濟

に
至
る
迄
の
損
嵜
の
賠
償
を
求
む
ε
搬
張
し
、
被
控
訴
人
は
該
家
屋
は
既
に

昭
勲
四
年
九
月
三
十
日
訴
外
伊
騰
松
太
郎
に
費
渡
し
離
に
引
渡
を
了
し
該
敷

地
を
占
有
せ
さ
る
も
の
な
れ
は
府
敷
地
を
占
櫨
す
る
こ
霊
を
前
提
霊
す
る
控

訴
人
の
諦
求
は
失
鴬
な
り
電
抗
購
し
覧
撚
鶴
入
は
被
控
訴
入
主
張
の
箏
實
を

否
認
し
、
假
に
其
の
甕
買
あ
り
た
り
ε
す
る
も
未
た
其
の
旨
の
登
記
な
き
を

以
て
被
控
訴
入
は
第
三
藩
た
る
控
騨
人
に
蜀
し
興
の
象
屋
の
析
有
者
に
非
す

電
の
事
實
を
以
℃
饗
抗
す
る
こ
ぜ
郷
す
ぜ
陳
述
し
た
。

　
【
理
由
】
　
被
控
訴
八
は
昭
和
四
弗
九
月
三
十
日
前
記
家
匿
を
訴
外
伊
藤
松

太
郎
に
費
渡
し
．
其
の
引
渡
を
了
し
既
に
典
の
所
有
構
者
に
非
さ
る
は
勿
論
，

現
在
に
て
は
最
早
本
件
土
地
を
占
撫
し
層
島
さ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
被
控

訴
入
は
右
家
屋
に
付
何
簿
爾
分
巌
盤
管
理
．
穂
を
有
し
な
い
o
從
て
現
簑
の
妨

害
者
に
非
さ
る
被
控
訴
人
に
罰
す
る
骸
鑑
腱
の
収
去
並
土
地
明
渡
を
求
む
る

控
訴
人
の
本
訴
請
求
は
失
當
で
あ
る
o
控
訴
人
は
被
控
訴
人
並
伊
藤
松
太
郎

聞
に
剣
示
の
如
き
賢
買
あ
る
も
未
た
骸
象
鍵
の
所
有
槽
の
移
鱒
に
付
其
の
登



働
記
が
な
い
か
ら
被
縷
訴
人
か
本
件
家
屋
の
所
有
商
に
非
す
建
の
事
實
を
以
℃

第
三
者
亮
る
控
訴
人
に
掛
航
す
る
を
轡
な
い
♂
矯
號
張
す
る
。
然
れ
ミ
も
民
法

第
百
七
十
七
縢
緯
不
動
懲
に
闘
す
る
物
幡
の
衡
衷
叉
は
麗
更
な
し
喧
す
る
も

の
餐
に
な
い
o
案
件
に
於
℃
は
莇
に
賢
買
か
成
立
し
賓
主
た
る
被
控
訴
人
に

於
て
右
鶏
物
を
引
渡
し
，
既
に
之
を
占
櫨
し
屠
ら
さ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
箪

に
縫
”
物
稻
（
買
の
登
肥
な
魯
を
理
由
電
し
℃
一
級
挫
跡
人
に
封
し
該
建
麹
の
皿
収
去

並
土
地
明
渡
を
求
む
へ
き
筋
含
で
な
い
。
次
に
控
訴
人
の
金
貝
支
彿
の
請
求

の
蟹
否
に
母
肉
接
す
る
に
，
被
控
訴
入
か
大
並
十
孟
年
十
二
月
中
旬
ま
り
昭

和
酉
年
九
塁
早
日
蓬
前
記
建
初
を
所
有
し
以
℃
本
件
土
地
を
占
撮
し
屠
り

た
乃
こ
㎏
慧
前
記
認
定
の
如
く
で
あ
る
が
被
控
欝
人
ば
宗
件
土
地
の
賃
僧
人

た
る
飛
参
伽
入
に
封
㌻
、
前
記
賃
貸
借
か
絡
了
電
爲
り
た
も
大
距
十
流
年
一

鍔
以
降
右
借
飽
の
鯛
渡
を
求
あ
尭
る
こ
《
な
ぎ
は
勿
諭
其
の
後
の
賃
料
若
く

は
¢
に
相
當
す
る
損
害
金
を
も
講
求
せ
す
、
昭
和
二
年
穴
月
頃
に
至
つ
て
從

惨
蜘
人
に
封
し
同
日
迄
の
賃
料
未
拐
に
就
て
の
交
渉
を
爲
し
た
る
も
の
で
控

赫人か

被
控
訴
入
の
塞
件
土
勉
土
地
占
擦
に
因
り
該
土
地
に
封
す
る
僅
罵
牧

釜
を
妨
け
ら
れ
損
害
を
被
り
た
り
ε
す
為
も
被
控
訴
人
に
於
℃
は
右
土
地
占

握
聾
萸
の
損
害
の
護
生
に
付
毫
も
敢
意
撮
失
の
責
む
へ
き
も
の
な
く
控
訴
人

の
被
整
訴
入
艦
封
す
る
本
件
土
増
所
有
樒
儲
鴇
に
囚
る
損
霧
の
賠
償
を
求
む

る
本
訴
購
求
ほ
失
當
な
り
電
し
，
℃
控
訴
を
棄
瓢
し
た
o

　
　
（
も
）
　
所
有
権
の
鯵
郭
登
紀
む
露
歩
る
制
涙
奮
交
ε
所
有
権
の
露
罵

　
　
　
盆
離
報
蝶
脚
欝
聡
翻
煮
無
魍
艦
欝
聯

　
　
　
　
　
　
飼
　
　
側

　
　
　
　
鋼
噸
器
恥
o
×
鱒
謙
巫
灘
恒
鷲
）

　
　
　
　
　
　
（
民
事
騨
訟
法
鶴
『
買
九
十
九
條
）

　
所
有
権
移
鱒
登
記
手
綴
を
爲
す
へ
し
宣
の
興
決
主
文
に
は
右
不
動
産
の
所

有
腰
か
何
人
に
在
り
や
は
其
の
唯
文
に
包
含
せ
ら
れ
さ
る
も
の
に
し
て
厨
有

穣
の
闘
麗
は
該
到
決
に
国
り
確
定
せ
ら
れ
さ
る
も
の
電
す
。

　
【
事
賓
U
　
被
控
訴
人
鳳
共
の
先
々
代
照
吉
が
保
管
の
爲
め
其
の
所
有
名
義

を
控
訴
人
に
託
し
℃
観
た
仙
鞭
常
良
働
院
丁
二
十
誠
番
同
上
二
十
匠
番
ノ
一

宅
地
霊
同
上
建
物
の
所
有
名
繭
の
邊
還
を
控
訴
入
に
請
求
し
た
る
芒
こ
ろ
．

控
訴
人
は
一
脚
十
菰
番
及
ひ
二
十
鉱
番
の
二
宅
地
並
同
上
建
物
幡
保
管
を
託
さ

れ
た
る
も
の
な
れ
は
返
還
す
る
も
興
の
他
の
二
十
霊
番
の
一
及
ひ
二
十
覧
番

の
三
宅
地
並
同
上
建
物
は
右
熊
吉
生
前
に
於
て
二
十
託
番
宅
地
を
分
割
し
遣

冒
に
因
り
分
翼
さ
れ
た
る
も
の
な
れ
は
返
還
す
る
こ
ミ
鶴
は
す
建
拒
ん
た
。

當
時
被
控
訴
人
は
之
を
信
し
て
二
十
説
番
の
宅
地
建
物
二
十
五
番
の
二
宅
地

に
付
費
買
名
義
で
大
正
十
四
隼
七
月
六
日
擦
訴
人
よ
り
被
控
訴
人
に
所
有
権

移
韓
登
記
を
な
L
、
且
其
の
當
時
控
訴
人
ば
被
控
訴
人
に
所
有
纈
移
韓
登
詑

を
爲
し
た
る
二
十
誠
番
の
二
宅
地
ピ
控
訴
入
名
嚢
に
存
置
し
た
る
二
十
説
甕

の
三
宅
地
ミ
の
擁
界
線
を
指
．
航
し
被
控
訴
人
は
之
を
承
認
し
た
。
然
る
に
其

の
後
控
訴
入
の
君
の
蹴
爲
な
る
こ
建
を
箆
知
L
た
の
で
控
訴
人
に
舞
し
訴
訟

を
提
起
し
被
控
訴
人
勝
訴
の
判
決
を
得
た
る
建
こ
ろ
．
控
訴
人
は
被
控
訴
人

か
前
記
二
十
霊
番
の
二
と
二
十
流
番
の
三
と
の
境
界
を
承
認
し
た
り
は
二
十

置
蚕
及
ひ
コ
十
王
番
の
二
宅
地
と
一
一
十
五
番
の
鳳
、
三
宅
地
と
の
所
有
擢
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
H
昌



爾
　
　
　
　
　
　
粥
　
　
窃

繍
島
に
付
郵
解
叉
臓
示
談
喫
約
を
爲
し
た
る
も
の
な
φ
と
霊
張
し
被
控
訴
人

臓
右
塊
界
を
漁
認
し
た
る
に
和
解
叉
は
示
談
契
約
を
爲
し
た
る
も
の
に
非

す
．
假
に
示
談
契
約
な
り
と
す
る
も
先
々
代
熊
吉
に
於
て
分
割
並
遣
贈
を
爲

L
た
端
も
の
に
非
さ
る
を
以
℃
被
控
訴
人
の
右
行
駕
ぽ
爾
誤
あ
り
て
無
敷
な

め
亀
主
農
㌻
た
。

’
麺
羅
油
臼
・
被
控
訴
人
主
彊
の
確
定
鍔
決
の
主
文
に
は
被
告
は
原
告
に
翁
し

網
・
・
ぼ
・
の
駈
盗
羅
移
鰯
讐
認
記
手
綴
を
爲
す
へ
し
』
と
記
載
し
あ
る
の
み
で
該

示
勤
籏
の
所
有
巌
か
原
告
即
ち
被
控
訴
人
に
筏
る
こ
と
に
付
て
は
何
等
の
記

載竜存

渇
な
㍗
β
然
ら
は
該
魏
映
か
被
皆
即
ち
控
堺
人
に
封
し
所
有
檎
移
縛

登
記
等
競
愉
命
し
允
る
理
由
の
如
何
艦
拘
ら
す
右
不
動
鳶
の
所
有
権
か
何
人

に
在
ゆ
や
は
其
の
主
亥
植
包
含
せ
ら
れ
さ
る
も
の
で
所
有
機
の
鱒
隣
は
該
鋼

決
に
図
せ
確
定
冠
ら
れ
馨
る
も
の
で
あ
ゐ
か
ら
挫
訴
人
は
本
訴
に
於
℃
被
控

訴
人
め
右
不
動
藍
の
所
有
者
た
る
こ
と
を
否
認
し
得
る
も
の
と
謂
幡
な
け
れ

破
な
ち
な
い
o
・
然
る
に
右
到
決
の
磯
定
し
た
る
鱗
賓
典
仙
を
線
合
す
れ
は
前

肥
翻
濠
盛
壌
に
制
載
せ
ら
れ
た
る
宅
地
轟
物
鳳
一
慮
被
控
訴
人
の
所
有
に
覧

欧る

こ
と
を
推
認
す
る
こ
と
が
出
來
る
o
叉
塞
件
雛
賢
に
徴
す
る
も
控
訴
人

轟
軽
φ
凱
脅
賄
翼
強
に
示
談
契
約
の
察
實
を
認
む
る
こ
建
を
得
な
い
と
し
て

櫨
訴
を
棄
却
ピ
た
o

　
　
（
盛
）
　
鰹
轟
櫨
竃
の
聯
鴛
獅
宿
犠
の
纏
露

　
　
　
（
瀦
懇
緩
棚
驚
鷲
蕪
融
翫
謬
。
食
塵
餌

　
　
　
　
謹
（
響
鋤
穫
畿
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴫
三
四

　
裁
鍔
勝
か
所
有
纏
の
存
轡
に
付
心
鐙
キ
．
把
撞
し
判
決
を
以
て
経
界
を
賄
定

し
た
る
以
上
其
纒
…
界
線
か
相
隣
”
地
…
問
の
継
界
た
る
黙
に
於
て
一
定
の
“
馬
碓
定
力

を
生
す
へ
く
之
か
爲
右
輕
界
繰
に
礪
る
迄
の
土
地
の
析
宥
構
の
全
幅
に
付
確

定
力
を
生
せ
さ
る
不
利
雑
あ
り
と
す
る
も
敢
て
厨
有
穣
確
認
の
訴
を
提
起
せ

さ
る
へ
か
ら
さ
る
も
の
に
非
す
O

　
【
審
寳
日
被
膏
は
名
古
腱
市
策
槻
田
代
町
掌
戯
上
六
十
四
番
の
一
宅
地
五

十
荒
坪
同
厨
七
十
四
番
の
二
山
林
搬
歩
を
厨
有
し
噛
原
告
ほ
同
地
に
接
績
し

て
同
所
七
十
三
番
山
林
二
畝
識
†
門
渉
を
燐
有
し
、
省
古
屋
市
東
城
役
所
備

付
の
岡
面
に
俵
る
も
明
治
コ
十
六
年
頃
迄
は
七
十
三
番
と
し
て
表
示
さ
れ
て

居
た
が
、
其
後
被
告
所
有
地
に
付
分
籔
併
合
地
目
饗
更
等
の
手
績
が
あ
つ
て

其
の
都
度
蜜
々
圃
面
の
修
臓
を
爲
す
に
雷
つ
て
之
に
接
綾
せ
る
原
告
折
有
の

七
十
三
番
の
地
城
の
中
本
件
旗
地
の
部
分
を
も
誤
て
七
十
四
番
の
一
と
訂
正

し
た
爲
め
、
現
在
の
園
圃
上
は
原
糞
堺
為
地
は
七
十
四
番
の
一
と
表
示
さ
れ

る
に
蚕
つ
た
と
主
張
し
、
被
借
ぼ
之
を
否
認
し
假
に
原
告
生
張
の
如
き
事
情

あ
り
と
せ
は
前
記
岡
面
上
七
十
四
藩
の
一
と
あ
る
地
域
か
原
告
駈
有
に
係
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

七
十
三
番
の
土
地
な
り
と
の
貼
に
付
．
先
つ
黄
勝
有
旙
の
確
認
を
求
む
へ
き

に
其
の
請
求
に
出
て
す
し
て
薩
に
縫
鼻
の
み
に
付
確
定
を
求
め
む
と
す
る
本

訴
は
失
當
な
り
と
抗
辮
し
た
。

　
【
理
由
】
　
匿
役
所
備
付
の
岡
．
圃
の
肥
載
は
土
地
に
關
す
る
所
有
樒
の
存
否

に
付
て
公
信
力
を
宥
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
其
記
載
か
實
際
に
吻
今
し
な

い
か
ら
電
書
て
斯
る
謝
蛮
關
係
に
付
℃
確
認
を
求
む
る
必
要
は
な
い
の
み
な

ち
す
他
面
先
決
的
に
前
記
七
十
黛
番
の
土
地
に
付
原
告
の
所
有
檀
の
存
否
濫



（2郷）

嶺
し
で
猶
立
の
磯
認
購
求
を
爲
す
に
非
れ
は
本
臨
か
不
適
法
の
訴
な
り
と
も

爲
す
を
得
な
い
。
蓋
し
累
訴
に
於
℃
相
隣
地
な
る
七
＋
翼
番
（
圓
面
上
は

七
十
四
番
け
屯
》
の
所
有
穫
に
付
射
あ
る
こ
と
臓
前
叙
の
如
く
で
．
而
も
原

皆
は
本
訴
に
於
で
相
隣
地
の
経
界
の
み
の
確
定
を
求
む
る
も
の
な
る
こ
と
は

齢
主
張
榊
艮
置
に
徽
し
窮
白
で
あ
つ
て
，
斯
く
相
隣
地
の
所
有
権
に
付
雫
あ
る

場
倉
に
漉
界
確
完
⑪
み
に
付
，
爲
し
た
る
裁
到
ぼ
相
隣
地
の
継
界
を
定
む
る

と
同
時
に
相
隣
地
の
所
有
椴
の
範
團
を
も
確
定
す
る
の
敷
力
を
是
認
せ
む
と

ず
る
具
鰍
尖
遣
四
年
五
月
＋
五
日
大
審
院
鋼
決
）
に
ほ
練
く
左
祖
し
難
き

も
裁
鍔
所
か
所
有
椴
の
存
否
に
付
心
詮
を
把
揚
し
判
決
を
以
℃
経
界
を
確
定

し
た
る
以
上
興
継
界
線
か
相
隣
地
間
の
輕
界
た
る
搬
に
於
℃
一
定
の
確
定
力

を
生
す
へ
ぎ
こ
と
は
諭
を
倹
た
さ
る
と
こ
ろ
で
、
之
か
爲
右
輕
界
線
に
至
る

迄
の
土
地
の
所
胤
権
の
全
幅
に
付
確
定
力
を
生
せ
さ
る
不
利
盆
あ
り
と
す
る

も
夫
は
際
告
α
翼
揮
に
任
す
へ
く
所
有
搬
確
認
の
騨
訟
を
提
起
せ
さ
れ
は
と

て
経
界
確
定
の
講
求
を
も
蝉
斥
す
へ
し
と
爲
す
繕
諭
を
必
然
的
に
俘
ふ
も
の

燈
は
な
い
ρ
“
被
告
の
抗
櫛
は
理
由
な
ぎ
も
の
と
謂
ふ
へ
し
電
し
て
原
告
の
謂

求
を
認
容
し
た
。

　
　
（
瓦
）
曾
奮
（
僑
か
蟹
瞥
揺
奢
に
損
魯
艶
及
旛
す
や
否
や
の
認
定

　
　
　
（
顧
遡
艦
耀
蕪
鞘
霰
墾
歌
諜
騰
灘
蝿
韻

　
　
　
　
騒
蟄
譜
講
新
益
翫
人
勤
驚
兵
舗
毯

　
　
　
　
　
　
（
民
法
第
三
百
九
十
誠
條
）

　
賛
貸
借
か
抵
営
纏
を
轡
す
る
や
否
や
ほ
抵
常
権
實
偉
．
の
場
合
に
於
け
る
實

　
　
　
　
　
　
朔
　
　
　
例

清
に
依
り
て
定
む
へ
き
も
の
と
す
。

【
峯
賢
】
上
告
諭
旨
は
民
法
第
鴬
百
九
十
王
條
に
抵
鴬
樒
の
登
記
後
に
於

て
も
賃
借
腰
の
設
定
を
認
め
た
立
法
の
精
紳
は
不
動
灌
の
駈
有
者
を
し
て
廣

く
不
動
謹
の
利
用
を
爲
さ
し
め
以
て
所
有
者
を
保
護
す
る
こ
と
は
叉
國
家
の

利
釜
と
合
致
す
る
が
爲
め
で
あ
る
。
故
に
同
條
に
謂
ふ
抵
當
樒
者
に
損
害
を

輿
へ
る
や
否
や
は
賃
貸
槽
設
定
當
時
の
察
情
を
標
準
と
し
て
定
む
へ
き
も
の

で
あ
る
。
一
且
適
法
に
賃
借
馨
と
な
つ
た
者
か
其
の
後
の
事
惰
の
饗
更
の

爲
に
其
の
椹
利
を
失
ふ
か
如
き
ぱ
既
欝
瀬
”
を
不
確
實
な
る
敵
會
事
情
の
攣
鋤

に
ょ
り
得
喪
せ
し
む
る
も
の
で
織
利
の
性
質
に
反
す
る
。
然
る
に
一
審
並
原

審
の
鑑
定
は
何
れ
も
何
時
に
於
け
る
賃
貸
僧
の
存
在
中
抵
常
濯
者
に
損
害
を

與
ふ
る
も
の
な
り
や
を
明
に
せ
す
。
斯
る
鑑
定
を
凋
断
の
資
料
に
操
る
は
不

確
資
な
る
艶
撫
を
裁
到
の
資
料
と
な
す
竜
の
に
し
℃
違
淡
な
り
と
敦
ふ
に
あ

る
o

　
【
理
由
】
抵
常
搬
の
畿
定
あ
る
不
動
産
の
賃
貸
借
を
爲
す
こ
と
は
法
律
の

是
認
す
る
所
で
あ
る
か
ら
其
の
賃
費
借
を
以
℃
直
に
抵
當
穂
を
妨
害
す
る
も

の
と
謂
ふ
こ
建
は
出
來
な
い
が
、
蔚
し
賃
貸
借
の
存
在
か
抵
當
不
動
産
の
代

債
を
低
廉
な
ら
L
め
因
て
抵
當
纈
者
を
し
て
完
全
に
馨
濟
を
受
く
る
こ
と
を

得
さ
ら
し
め
る
と
き
は
抵
常
嶽
者
に
損
害
を
及
す
も
の
で
其
の
賃
貸
借
の
解

除
を
請
求
す
る
こ
と
を
簿
へ
く
從
℃
賃
貸
借
か
抵
當
構
を
轡
す
る
や
否
や
は

抵
常
穰
實
行
の
場
合
に
於
け
る
事
情
に
依
つ
て
定
む
へ
き
で
あ
る
。
（
大
正

置
年
（
オ
）
第
一
一
二
｛
ハ
號
大
正
五
卑
狂
月
二
十
二
日
“
冨
院
酬
割
決
蓼
甑
甜
》
被
」
山
出
ロ

人
か
係
雫
家
屋
に
付
抵
當
欄
を
賓
行
せ
ん
と
し
た
る
嘗
時
の
事
惰
に
基
き
賃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
流
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槻
　
　
劒

貸
借
か
損
霧
を
及
ほ
す
旨
を
主
張
し
原
審
も
典
の
當
時
の
寮
情
を
馨
酌
し
℃

爲
し
た
る
鑑
定
の
結
果
を
慈
合
し
た
る
上
本
訴
の
鐙
貸
償
か
該
抵
當
櫃
に
損

轡
を
及
す
寮
蜜
を
認
定
し
た
る
こ
と
明
な
れ
は
原
鍔
決
に
ば
所
論
の
如
き
不

怯
な
く
論
旨
は
理
由
な
し
建
し
た
。

　
　
（
隔
0
）
裏
繋
の
鍾
篠
に
因
る
契
約
の
無
鼓
誉
蟻
約
金
錨
約

　
　
　
（
器
燃
謀
躍
雛
課
雛
蟹
翻
聾
醜
鉾
）
（
餅
繍

　
　
　
　
輩
醜
釜
塁
し

　
　
　
　
　
　
鹸
畿
摯
蔽
》

　
薬
約
婆
反
の
場
合
に
於
け
ξ
制
裁
の
約
定
は
翼
約
の
成
立
存
織
を
前
提
と

ナ
る
も
の
に
し
て
鵡
本
た
る
契
約
自
騰
か
嬰
素
に
鑓
謙
あ
る
等
の
爲
め
當
初

よ
り
威
立
せ
さ
り
し
場
合
の
姐
き
ほ
之
を
換
想
せ
さ
り
し
も
の
と
す
o

　
【
富
轟
5
原
皆
は
被
告
と
の
間
に
昭
利
三
卑
十
一
月
二
十
六
日
被
告
所
有

に
係
る
本
件
土
勉
に
億
喪
買
契
約
を
締
緕
し
原
轡
は
同
年
十
一
月
末
日
迄
に

右
傑
讃
金
⑳
中
金
千
六
百
圓
支
彿
ウ
た
。
而
し
℃
談
契
約
締
結
の
際
被
告

ほ
鳳
管
に
右
土
地
の
纏
圏
面
を
示
し
魯
，
其
の
牧
釜
一
ケ
年
入
百
圓
以
上
あ
り

る
傷
締
原
告
も
其
の
冒
を
僧
し
℃
土
地
罠
受
の
決
意
を
爲
す
に
至
つ
た
も
の

鷺
あ
る
。
然
る
に
契
約
威
立
後
厚
告
は
本
件
禦
叉
以
前
に
被
告
と
箋
一
暑
と

＠
間
に
費
買
あ
り
た
る
も
解
約
せ
ら
れ
た
る
叢
賞
あ
る
を
聞
知
し
だ
る
爲

め
該
土
地
「
⑳
反
別
牧
釜
辱
を
調
査
せ
し
め
た
る
繕
果
纏
躍
　
面
記
載
の
反
別
と

は
格
段
の
差
異
あ
り
眞
蜜
喰
釜
ほ
年
三
百
六
十
二
圓
除
に
過
き
な
い
事
到

廃
し
た
る
に
よ
り
同
年
十
二
月
二
十
日
被
告
に
封
し
解
除
通
知
書
な
る
書
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
二
六

を
装
し
て
喪
買
契
約
の
無
類
な
る
睡
鷺
麺
告
し
た
o
原
管
は
右
甕
買
契
約
は

偵
圖
面
記
載
の
反
別
存
す
る
こ
と
年
職
八
胃
圓
以
上
存
す
る
こ
と
を
要
件
と

し
℃
爲
さ
れ
た
る
も
の
な
る
と
二
ろ
實
敗
釜
は
三
百
六
十
二
圓
鹸
に
過
き
す

又
土
地
反
別
に
も
差
異
あ
れ
砥
輪
局
被
告
の
詐
彌
に
因
り
爲
さ
れ
た
る
も
の

で
要
素
に
錯
誤
あ
る
無
敵
の
も
の
な
り
と
主
張
し
、
傷
本
件
契
約
に
喪
主
た

る
被
告
ほ
契
約
に
逡
背
し
た
る
場
合
に
は
買
主
た
る
原
告
に
饗
し
保
鐙
金
の

倍
顧
を
返
邊
す
へ
き
旨
の
定
め
あ
り
、
宕
約
款
は
本
件
の
如
く
契
約
の
要
素

に
銭
誤
あ
り
て
無
敷
な
る
場
合
鞠
創
含
す
る
も
の
な
る
か
故
に
原
告
は
右
約

款
に
基
き
被
告
に
封
し
醜
牧
傑
澱
金
の
僑
額
金
三
千
六
百
團
及
之
に
劉
す
る

右
通
知
書
到
蓬
以
降
六
分
の
割
合
に
依
る
遙
嬉
損
害
金
の
支
沸
を
求
む
と
主

張
し
、
被
告
は
原
皆
に
謝
し
反
諒
を
蝿
起
し
て
本
件
賛
買
は
當
蒔
の
土
地
壁

嚥
謄
本
に
依
た
も
の
で
い
土
地
炊
繍
反
則
簿
に
付
℃
は
何
等
の
特
約
な
く
之

を
要
件
と
す
る
も
の
で
は
な
い
o
原
告
は
保
誰
金
の
残
金
四
百
圃
並
賛
買
残

代
金
の
支
魏
に
窮
し
た
る
結
果
興
の
流
．
約
の
責
を
免
か
れ
ん
か
爲
め
同
年
十

二
月
二
十
日
解
除
通
蜘
繍
を
被
管
に
逡
付
し
て
策
た
の
で
あ
る
o
而
し
℃
本

件
契
約
に
於
℃
原
告
か
遽
約
し
た
る
場
合
に
は
饒
牧
保
謹
金
を
洩
敗
し
且
保

鐙
金
金
額
を
即
時
支
沸
ふ
へ
き
皆
の
髭
め
あ
る
を
以
て
被
告
は
原
告
に
…
封
し

保
詔
金
二
千
圓
及
之
に
駒
す
る
財
蔀
肌
逡
建
の
翌
日
よ
り
完
濟
に
簸
る
迄
年

匠
分
の
割
合
に
依
る
遽
砥
揖
轡
金
の
亥
佛
を
求
む
と
抗
購
し
た
o

　
【
理
由
】
　
本
件
土
地
蛭
買
喫
約
は
土
地
の
牧
釜
一
ヶ
隼
入
百
圃
以
上
存
す

る
こ
と
並
所
定
の
艮
別
存
す
る
こ
ε
を
饗
件
と
し
℃
成
立
し
た
る
も
の
な
る

に
拘
ら
す
敗
盆
は
僅
か
に
峯
肖
蹴
十
九
圓
籐
に
渦
き
す
、
反
別
等
に
も
絡
段



繭
の
差
塁
の
存
す
る
こ
建
を
認
定
し
得
る
。
而
か
も
そ
れ
は
被
告
の
詐
欺
に
基

閃
す
る
も
の
で
あ
る
か
。
ら
本
件
費
買
喫
約
は
要
騒
に
錯
級
あ
る
無
敷
の
も
の

な
φ
と
解
す
ろ
を
相
常
と
す
る
。
而
し
℃
本
件
質
買
契
約
に
於
て
契
約
蓮
反

の
場
合
に
於
け
る
制
裁
を
規
定
し
て
喪
孟
た
る
被
告
の
時
は
保
鐙
金
全
部
を

倍
逡
し
す
へ
く
買
主
た
る
原
告
の
時
に
於
℃
も
同
機
保
畿
金
全
額
を
被
告
に
、

・
蹄
・
時
支
抑
ふ
へ
く
既
収
の
保
誰
金
は
之
を
没
牧
し
返
逡
せ
さ
る
も
の
と
す
る

旨
約
定
し
た
る
事
は
騨
な
く
之
を
本
件
嚢
貿
喫
約
轡
記
載
の
丈
旨
自
薩
に
付

凋
察
す
湘
幡
右
約
定
纏
原
被
告
双
方
か
本
件
漢
質
輿
約
の
履
行
を
確
保
せ
む

か
爲
め
，
ぞ
の
喫
約
違
反
の
場
合
に
於
け
る
制
識
を
定
め
た
る
も
の
で
，
喫

約
の
成
立
存
縦
を
前
提
と
し
藩
本
た
る
契
約
自
艘
か
翼
素
に
錆
誤
あ
る
等
の

爲
め
當
初
よ
り
成
立
せ
さ
り
し
場
合
の
如
き
は
之
を
豫
想
せ
さ
り
し
も
の
と

解
す
る
を
相
當
と
す
る
o
故
に
原
告
並
被
告
の
反
訴
請
求
砥
失
當
な
り
電
到

云
し
た
o

藩

（
一
）
商
鑑
セ
讐
め
る
や
番
や
の
認
2

繍
謡
靴
論
驚
誹
吹
羅
罐
輯
講
ボ
調
舞
鋸

　
　
欝
簗
盤
麗
融
鵬
所
）
（
靴
瀞
凧
徽
噸
杁

窯
鄭
齢
）

　
　
　
貞
　
　
賞

　
　
　
　
　
　
（
商
法
第
四
條
）

　
或
人
が
商
業
を
稗
め
る
や
術
や
は
主
と
し
て
、
其
實
騰
の
事
蟹
に
付
観
察

す
べ
き
む
の
に
し
℃
，
市
役
所
叉
は
群
察
磐
に
封
す
る
層
出
名
義
を
撰
準
と

す
べ
き
に
あ
ら
・
．
了
o

　
【
事
賓
】
唐
津
市
所
在
の
需
崎
曳
服
唐
は
，
営
初
宮
崎
渚
次
が
経
螢
し
て

ゐ
た
が
、
同
人
が
其
後
之
に
失
敗
し
た
の
で
．
妻
の
輝
母
で
資
毒
の
あ
る
上

昔
人
と
協
議
の
上
更
め
℃
上
告
人
を
宮
崎
莫
服
店
の
纏
菅
主
と
し
て
同
入
名

義
で
異
服
商
を
輕
膏
す
ろ
こ
と
と
な
り
、
清
次
ほ
只
上
皆
入
の
蚕
任
に
基
い

℃
同
人
の
代
理
入
と
し
て
直
満
取
引
の
働
に
嘗
る
こ
と
と
な
つ
た
o
晩
携
に

於
℃
．
海
次
は
控
訴
人
に
斑
し
足
袋
の
浬
文
を
な
し
、
被
上
皆
人
ほ
右
の
事

實
を
信
じ
て
糠
上
告
人
に
封
し
℃
悔
崎
奥
服
店
吉
田
か
ね
宛
に
数
同
足
袋
を

溌
付
し
た
o
其
後
被
上
告
人
欲
上
沓
人
に
饗
し
℃
右
代
金
を
請
求
し
た
け
れ

ど
も
，
上
告
入
は
之
を
拒
縄
し
た
。
康
審
に
於
℃
は
、
被
上
告
人
の
主
張
を

認
め
℃
．
上
皆
入
に
代
金
支
沸
を
命
じ
た
め
で
，
上
皆
人
の
上
告
と
な
つ
た

の
で
あ
る
。
上
借
理
由
第
一
臓
及
第
三
黙
に
於
℃
は
繕
局
原
到
決
の
事
實
の

認
定
を
誤
つ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
o
同
第
二
鐵
に
於
て
は
〕
清
次

が
訴
外
川
ロ
を
介
し
て
、
被
ヒ
告
人
に
足
袋
の
注
文
を
す
る
に
営
つ
℃
、
宮

崎
奥
服
店
は
今
後
上
告
人
即
吉
旧
か
ね
名
蓑
で
開
店
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と

い
つ
た
の
で
、
被
上
告
入
が
之
を
信
じ
℃
右
注
丈
を
承
箭
し
℃
、
「
宮
崎
築
服

店
吉
田
か
ね
宛
』
に
て
溌
荷
し
た
と
い
ふ
纂
賓
は
、
上
皆
人
は
認
め
る
が
、

他
に
溜
次
が
右
雨
名
に
虞
實
を
悠
へ
た
と
認
め
う
る
雅
撮
が
な
い
か
ら
、
原

鋼
決
が
，
上
告
人
が
寓
崎
鎚
服
店
を
輕
醤
す
る
に
至
つ
た
と
認
定
し
た
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
昌
七

商
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剣
　
　
　
劔

審
理
不
雛
廼
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
即
若
上
樹
人
本
人
訊
問
の
繍
果
並
に

置
人
の
鐙
費
を
骨
肛
出
來
取
と
す
れ
ば
嚇
清
次
を
幟
令
醤
婁
齎
双
方
共
に
訊

問
の
申
請
を
し
な
い
と
す
る
も
，
職
樒
を
以
て
之
を
訊
間
す
ゐ
こ
と
を
得
ぺ

き
な
の
に
不
拘
之
を
し
な
か
つ
た
。
叉
原
鋼
決
の
鵠
定
し
た
如
く
．
上
告
入

名
義
で
昊
服
商
を
経
響
し
た
之
假
定
す
る
な
ら
ぱ
，
偶
す
市
役
所
叉
ほ
騨
察

賛
菜
届
出
が
あ
る
筈
雪
あ
る
。
故
に
右
の
如
き
公
的
名

義
の
届
け
な
い
隈
り
、
假
令
蜜
騰
上
上
皆
人
が
之
を
継
螢
す
る
に
蚕
つ
た
と

し
℃
も
，
侮
名
義
上
は
宮
崎
清
弐
名
義
で
あ
る
と
い
は
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。
被
上

告
人
は
車
に
上
皆
人
が
呉
服
商
を
響
ん
で
ゐ
た
と
主
張
す
る
だ
け
で
専
原
鋼

決
の
翻
完
の
如
く
、
名
義
上
並
に
魔
瞳
上
共
に
上
沓
人
が
奥
服
商
を
輕
誉
し

た
が
，
．
名
義
上
は
宮
崎
清
次
が
事
貴
彊
上
は
上
皆
入
の
纏
麿
で
あ
る
と
主
張

し
℃
ゐ
る
か
ば
明
瞭
矯
な
い
o
故
に
原
到
決
が
醤
崎
清
衣
を
上
告
入
の
代
理

人
と
認
め
、
上
告
人
に
物
品
代
金
支
擁
義
務
を
認
め
た
こ
と
は
、
逡
法
で
あ

る
と
い
ふ
の
で
あ
る
o

肖
震
由
》
原
審
が
鋼
断
に
供
し
た
詮
人
及
被
上
告
人
本
人
の
訊
間
の
結
果

か
ら
見
れ
ぱ
，
原
審
が
認
定
し
た
如
く
』
宮
崎
奥
服
鷹
腺
上
告
人
の
輕
瞥
で

上
昔
入
は
被
上
告
人
か
ら
本
件
足
袋
類
を
購
入
し
た
寧
實
を
認
め
得
る
o
叉

或
る
人
が
商
業
を
膏
む
で
ゐ
る
か
否
か
臓
、
虫
と
し
て
裳
賓
騰
の
事
賓
に
付

て
、
親
察
す
べ
き
も
の
で
、
市
役
所
叉
は
轡
察
弱
に
欝
す
る
層
出
名
義
を
標

準
と
爲
す
ぺ
き
も
の
で
は
な
い
o
而
し
て
戯
剣
所
の
職
襯
諮
調
査
は
其
自
由
裁

愛
の
櫃
内
に
麗
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
原
審
が
営
崎
清
次
を
訊
問
せ
ず
に

上皆人

に
不
利
釜
の
醐
断
を
爲
し
た
と
し
て
も
不
法
で
は
な
い
。
以
上
の
如

禰
三
（

く
大
凄
院
は
原
鍔
決
を
支
持
し
て
ゐ
る
o

　
　
（
霊
）
商
號
の
蟄
記
ε
顕
慨
商
臨
の
使
偲

　
　
　
（
薙
魏
雛
駿
蹴
羅
囎
幾
雑
語
聾
霧
劉

　
　
　
　
歎
攣
鷺
難
襯
繋
蠣
麟
鶉
彗
餉
鶉
蝋
）

　
　
　
へ
難
蝦
蕪
螺
騰
謙
ラ
餅
製
）
簾
雑
無
）

　
　
　
　
　
　
（
商
法
第
二
十
條
》

　
他
入
が
或
る
商
號
の
登
配
を
爲
し
た
る
と
き
は
塾
不
正
競
雫
の
目
酌
を
以

て
、
同
一
叉
は
類
似
の
商
號
を
便
用
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
も
の
に
し
で
、
其

登
記
せ
ら
れ
た
る
仙
人
の
商
號
が
之
に
類
似
す
る
商
號
に
攣
更
せ
ら
る
る
こ

と
に
よ
り
て
、
鎚
に
類
似
蘭
號
を
使
用
す
る
こ
と
を
鳴
ざ
り
し
者
が
、
之
を

使
用
し
得
る
に
至
る
者
と
解
す
る
を
褐
ず
。
豊
し
朗
に
或
商
號
の
登
記
を
爲

L
た
る
者
は
爾
後
自
ら
之
と
顛
似
の
商
號
を
使
用
す
る
こ
と
を
得
べ
し
と
難

も
、
他
人
が
不
正
競
躰
の
闘
的
を
以
て
之
と
類
似
の
商
號
を
使
用
す
る
こ
と

を
鶴
ざ
ろ
も
の
な
る
を
以
℃
．
膚
商
號
の
不
疋
使
用
者
に
謝
す
る
關
係
に
於

て
は
、
登
記
せ
ら
れ
た
る
商
號
は
、
之
を
爾
後
類
似
の
商
號
に
攣
更
す
る
こ

と
に
よ
り
て
は
直
に
藁
敷
力
を
欠
ふ
も
の
に
非
ざ
る
を
以
℃
な
り
o

　
【
露
賢
】
被
告
は
大
正
六
銀
以
渠
束
京
市
紳
田
縄
紳
保
町
一
番
地
に
於
て

「
ト
ラ
ヤ
』
な
る
商
號
を
使
用
し
網
予
類
の
販
賢
を
輕
螢
し
、
昭
知
三
年
九
月

六
B
東
京
匿
裁
到
所
に
於
て
、
膚
商
號
の
登
記
を
爲
し
た
が
、
昭
和
四
年
五

月
十
七
日
右
商
號
を
『
ト
ラ
ヤ
娼
．
十
店
』
と
塑
一
更
し
、
同
日
雷
戯
無
置
裁
耐
列
斯

暑
等
に
上
告
人
か
ら



㈱）

鴨
於
署
魏
壁
の
罷
を
爲
し
，
禽
墨
籍
京
凝
銀
座
子
冨

七
番
地
に
『
ト
ラ
ヤ
帽
子
店
』
な
る
商
號
を
便
川
し
て
醤
業
所
を
増
設
し
、

同
日
欝
窟
隈
裁
剣
所
に
於
℃
右
商
號
の
登
説
を
し
た
。
然
る
に
原
告
は
大
正

十
二
年
十
月
中
東
京
市
紳
田
還
褒
紳
保
町
二
番
地
に
於
℃
、
難
合
賛
曹
吐
サ
ノ

ヤ
帽
手
店
」
な
る
商
競
を
使
用
し
て
鵬
子
類
の
販
喪
を
開
業
し
，
昭
和
三
年

二
凋
二
十
日
東
京
斑
裁
鋼
駈
に
於
℃
豊
右
商
業
の
登
記
を
し
た
。
而
し
℃
被

告
の
販
喪
・
ず
る
帽
子
が
『
ト
ラ
ヤ
ノ
帽
子
』
と
し
て
貸
行
臭
好
な
爲
、
原
告

臓
被
告
の
商
號
と
類
似
の
商
號
を
便
用
し
℃
利
釜
を
得
や
弓
と
い
ふ
下
屈
競

撃
の
目
的
を
以
黒
、
昭
和
三
年
九
月
十
霊
日
粟
螢
業
品
を
現
住
所
即
東
京
市

官
か
幡
咽
織
鋸
晒
座
八
丁
目
一
番
地
に
移
鱒
一
し
℃
、
興
商
號
を
コ
曾
資
會
瀧
ト
ラ
ヤ

撃
庫
壷
讐
、
同
月
二
＋
四
藁
京
蟻
欝
合
蕃
祉
粟
登
記

簿
第
一
四
八
二
三
號
を
以
℃
右
商
號
の
塑
更
登
記
を
爲
し
た
も
の
で
あ
る
。

原
告
臓
被
告
に
封
し
℃
臓
、
原
督
臓
昭
和
蕊
年
九
月
二
十
四
日
東
京
庭
裁
到

所
に
於
て
『
合
費
奮
批
ポ
ラ
ヤ
帽
子
店
』
な
る
商
號
を
登
記
し
、
東
京
市
京

橘
匠
銀
座
八
丁
目
一
番
地
に
於
て
．
右
商
號
を
使
朋
し
帽
子
頻
の
販
費
麿
業

　
へを

欝
し
℃
ゐ
た
所
璽
被
告
は
昭
和
四
年
匠
月
十
七
日
に
蚕
ウ
℃
，
．
原
告
と
同

薗

界
盤
一
胃
馨
讐
撃
、
龍
擬
筥
醗
姦
似
髭

『
ト
ラ
ヤ
帽
子
腐
～
な
る
商
號
を
使
用
し
て
原
告
と
同
一
の
警
業
を
開
始
し
て

同
日
東
京
麗
戯
鋼
所
商
秦
登
記
簿
京
橋
匿
第
入
八
入
號
を
以
て
右
商
業
の
登

記
を
爲
し
た
か
ら
専
右
商
號
の
使
用
の
康
止
を
求
め
同
時
に
前
記
商
號
登
記

の
採
浴
登
記
手
績
を
號
戚
し
た
o
被
管
は
原
借
に
野
し
て
右
商
號
の
便
用
慶

止
並
に
商
號
登
寵
の
採
消
の
騎
求
を
窺
絶
し
た
。
雨
し
て
被
告
は
原
告
に
罰

　
　
　
　
　
　
僧
　
　
側

し
て
反
訴
を
提
起
L
た
も
の
で
あ
る
o

　
【
理
由
】
東
京
地
方
裁
判
所
に
於
て
は
、
被
告
の
答
辮
の
如
く
に
事
實
を

認
定
し
、
且
鑑
定
の
結
果
原
告
の
商
號
は
被
告
の
も
の
と
類
似
な
る
こ
と
を

認
め
た
o
故
に
原
告
は
不
正
競
躰
の
目
的
を
以
℃
右
商
號
を
被
告
と
同
一
螢

業
に
使
用
す
る
爲
に
使
用
し
た
と
し
た
o
從
℃
『
他
入
が
或
商
號
の
登
記
を

し
た
と
詐
．
、
は
．
不
正
競
Φ
の
目
的
を
以
て
同
一
叉
は
類
似
の
商
號
を
使
用
す

る
こ
と
は
出
來
ぬ
も
の
で
，
其
登
甜
せ
ら
れ
た
他
入
の
商
號
が
之
に
類
似
す

る
商
號
に
縫
更
し
て
登
記
さ
れ
る
こ
と
に
依
つ
℃
、
襲
に
類
似
商
號
を
僅
用

す
る
こ
と
を
得
な
か
つ
た
渚
が
之
を
使
用
し
得
る
に
至
る
も
の
と
は
解
し
褐

な
い
。
そ
れ
は
饒
に
或
る
商
號
の
登
罷
を
爲
し
た
者
は
、
爾
後
自
ら
之
と
類

似
の
商
號
を
使
用
し
偶
る
と
し
て
も
驚
他
入
が
不
正
競
璽
の
目
的
で
之
と
類

似
の
商
號
を
使
粥
す
る
を
得
な
い
か
ら
．
宥
商
號
の
不
正
使
用
者
に
罫
す
る

關
係
に
於
℃
は
、
登
記
せ
ら
れ
た
商
號
は
、
之
を
爾
後
類
似
の
商
號
に
攣
更

す
る
こ
と
に
よ
つ
て
は
．
直
に
其
敷
力
を
失
ふ
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ

る
㌔
敢
に
本
件
の
場
合
に
於
て
は
も
被
告
の
請
求
は
棄
却
さ
る
べ
き
で
あ

る
o
交
反
訴
に
付
て
に
反
訴
原
膏
が
な
し
た
、
反
訴
原
告
の
類
似
の
商
號
使

用
駿
止
及
右
商
號
の
塑
更
登
罰
の
抹
浩
登
記
手
綾
を
求
め
ゐ
反
訴
請
求
ほ
認

容
す
ぺ
き
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
o

　
　
（
三
）
　
合
資
倉
毅
に
尉
す
る
出
盗
の
約
束
ε
股
立
術
爲
ε
の
不
可
分

　
　
　
（
攣
纏
輔
贈
顯
譲
講
鳶
謎
漱
鞭
蛭
矯

　
　
　
　
麟
欝
醗
鋼
輕
議
雛
．
（
雛
墾
鯛
翻
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
轟
幽
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郷
　
　
　
衡

難
難
静
略
離
3

　
　
　
　
　
（
商
法
第
百
置
號
　
圃
第
四
十
九
縢
V

　
合
費
意
註
に
轟
す
る
徴
資
の
約
束
は
ム
暫
融
設
立
行
爲
の
一
部
を
成
し
．
之

と
不
可
分
の
闘
係
を
有
す
る
も
の
な
り
。

　
【
ひ
蛮
訴
外
宮
本
は
、
金
コ
千
流
百
醗
を
出
肇
ず
る
約
棄
で
，
訴
外
森

栄
瓦
ぴ
上
告
人
と
舞
に
上
皆
愈
灘
を
設
立
し
、
醤
露
臓
鵠
所
腐
に
係
る
藁

㊧
灘
勤
櫛
臆
を
上
告
會
融
に
引
渡
し
、
右
に
難
す
る
噂
僕
を
以
℃
出
費
金
と

盤沸

認
算
と
な
し
た
の
で
あ
る
。
之
が
爲
被
上
轡
人
は
寓
索
が
無
費
薩
と
な

協
た
δ
笠
㌻
讐
本
に
封
す
る
欝
己
の
債
権
ぼ
蔀
轡
さ
れ
た
と
い
ふ
理
歯
で
暦

上
像
バ
に
鍛
し
て
昆
法
四
亘
一
＋
四
際
に
よ
る
詐
轡
行
爲
履
濃
並
に
損
轡
の

購
像
を
詩
求
し
た
矯
，
原
審
矯
は
被
上
告
入
の
隙
と
な
つ
た
。
既
露
に
於
℃

上
饗
凡
に
算
上
告
理
由
の
第
三
馬
に
於
℃
、
訴
外
寓
案
の
出
費
は
上
告
愈
縫

の
燈
類
ば
依
れ
ぱ
噛
金
二
千
竃
百
隅
也
と
記
載
さ
れ
℃
あ
つ
℃
．
贈
舶
出
費

で
朧
な
い
直
從
て
上
告
會
薩
ぱ
訴
外
宮
本
か
む
畿
動
機
艦
の
鷺
受
が
あ
つ
た

の
㌫
寮
質
噂
あ
ξ
け
れ
ど
も
，
醗
動
磯
艦
を
以
℃
出
賢
し
た
こ
と
織
な
い
o

故
に
零
件
に
於
℃
腺
．
會
就
殺
立
行
爲
と
贈
鱗
の
疑
受
行
矯
と
は
別
個
の
法

律
行
爲
を
簿
厩
す
る
電
の
で
あ
る
。
縦
令
後
瀞
の
鴛
景
灘
轡
行
爲
で
あ
る

む
℃
之
を
履
滑
す
こ
と
臓
理
由
が
あ
る
と
し
ξ
，
債
権
者
を
静
麿
か

い
合
艶
魯
競
の
股
立
行
爲
は
之
を
取
溶
す
こ
と
は
出
來
な
い
。
此
酷
に
閣
し

℃
屡
が
，
民
法
第
四
百
二
十
四
條
を
適
踊
し
た
の
は
明
に
羅
り
だ
と
い
ふ

鋤
漁
謬
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嵩
囎
蚕

　【理由

矧
藁
鋼
決
理
滋
⑳
後
段
に
於
て
、
出
貸
興
も
の
が
詐
書
行
鴛
と
し

て
販
清
さ
れ
る
と
し
℃
も
辱
出
費
轟
務
麓
生
の
原
因
た
る
出
費
の
約
は
詐
害

行
爲
と
な
ら
ぬ
と
い
ふ
上
働
理
由
に
嶽
し
℃
b
大
審
院
鳳
、
合
費
會
融
に
罰

す
る
出
資
の
約
東
耶
黛
款
の
樫
威
澱
馳
更
肱
、
會
就
畿
立
行
爲
の
一
部
を
成

し
、
之
と
不
可
分
の
閣
係
を
胸
す
る
む
の
で
あ
る
か
ら
、
原
審
が
設
立
行
鳥

其
も
の
を
詐
害
行
欝
な
り
と
し
℃
噛
霞
が
蹴
消
し
を
會
じ
た
の
は
相
當
で
あ

る
と
し
て
ゐ
る
。


